
 
 
 
   
 

京都市中学校初任者研修資料

『授業研究をするための時間創りの工夫』

～ある教師の一事例より～

■

京都市中学校初任者研修資料

『授業研究をするための時間創りの工夫』

～ある教師の一事例より～

■

『授業研究をするための時間創りの工夫』

～ある教師の一事例より～

■

2009年8月3日-6日 .

齊尾 恭子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

１．はじめに ･･････････････１ 

１．理想はあるのだけれど 

２．しかし、現実は厳しい 

３．私のアイデアのほんの一部をご紹介 

４．あくまでも「たたき台」として 

５．ほんの少し取り入れるだけで変化が 

 
２．なぜ時間がないのだろう ～教師の仕事とは～ ･････････････３ 

１．授業研究をしたいのだけれど 

２．忙しさの理由は教師の仕事の特徴にあり 

 
３．どうすれば時間を創り出せるのだろう ･･････････････６ 

１．「たたき台」として 

２．取り組み方そのものを点検する 

３．データベース用ノートと断片メモを編み出す 

４．データベース用ノートと断片メモの使い方 

 

４．断片メモとデータベース用ノートでなぜ時間が創り出せるのか･･･11 

１．校務の見通しがもてるようになる 

２．授業の振り返りにも役立つ 

３．落ち着いて校務に取り組めるように 

４．予測していなかった効果が 

５．断片メモとデータベース用ノートの活用で気づきが増える 

５．参考 ～断片メモとデータベース用ノートを活用する際に使った道具～ ････････16 

１．付箋紙 

２．４色ボールペン 

３．データベース用ノート 

４．付箋紙とペンを常時携帯する工夫 

６．終わりに ･･････････････18 

 

目次

 



授業研究をするための時間創りの工夫 
～ある教師の一事例より～  齊尾 恭子   

生徒一人ひとりの状況の把握などには限界が

あります。ですので、せめて学級の雰囲気の

違いをきちんと把握しその学級に合った授業

展開を行いたい。そういう思いで教壇に立っ

ています。このような思いを持つ私にとって、

授業を研究したり準備したりする時間は何に

もまして大切な時間なのです。 

 
１．はじめに 

１．理想はあるのだけれど 

私が「生徒が社会に出た後、どのような局

面に立たされたとしても、生き抜いていくこ

とのできる力を、授業を通じて鍛えたい」と

いう思いを持って、社会科の教師として教壇

に立つようになって 10 数年になります。 

２．しかし、現実は厳しい 

ところが、教師が１日にこなさなければな

らない校務は非常に多く、あっという間に１

日が過ぎてしまいます。朝出勤したと思えば

気がつけばもう夕方。クラブ指導や下校指導

が終わって職員室に戻ってくると、自分のデ

スクの上にはこなさなければならない校務が

山積みになっています。おそらくこのような

慌ただしい毎日を、先生方も過ごされている

のではないでしょうか。 

小学校ではなく、中・高等学校の教員免許

を私が取得したのは、社会科という特定の教

科を通して、生徒とともに様々なことを考え

深めたかったからです。社会科は、生徒が人

生の様々な局面で決断を下し、自らの生きる

道を選び取ることが可能になるような物事の

見方・判断の方法を鍛えるのに、私にとって

一番アプローチしやすい教科だと感じたこと

もあります。溢れかえる情報によって混沌と

している現代社会を、生徒がしっかりと歩い

ていくために必要な、世の中の事象を見極め、

判断を下すことのできる眼を育てたい、そう

感じていました。 

そのような毎日の中で、大切だとわかって

いても後回しになってしまい、満足のゆく時

間 を か け る こ と の で き な い 校 務 の １ つ が 授

業研究ではないでしょうか。授業は重要だと

わかっていても、十分な研究の時間をとれな

いままで授業に行かざるをえない。そんな状

況に、多くの先生方は日々直面しておられる

と思います。 

そのような眼を育てるために、私は生徒た

ちが持っている価値観に対して「現在あなた

たちが見ている世界（事象）は○○だと思っ

ているだろうけれど、果たしてそうなのだろ

うか」というように揺さぶりをかける授業を

目指して現在も模索しています。 

実をいうと私自身がそうでした。「生徒の現

状をよく把握した上で授業研究を行いたい」。

そ ん な 理 想 を も ち な が ら も 時 間 の 工 面 が で

きず、その他の校務をこなすことで毎日が終

わってしまう日々を過ごしていました。授業

の準備や研究に時間がとれず、教科書会社の

指 導 案 に 何 の 手 も 加 え ず そ の ま ま 授 業 す る

日々が続き、たいへんな自己嫌悪に苦しみま

した。 

そこで私が授業を計画する際に最も重視し

ているポイントは「目の前の生徒たちの現在

の状況を、なるべく詳細に把握する」という

点です。生徒の現状を把握しなければ、ゆさ

ぶりがうまく機能しないからです。もちろん、 
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３．私のアイデアのほんの一部をご紹介 

授業研究に関する研修の場で、参加された

先生方の中から必ずといっていいほどあがっ

てくるのは「とにかく時間がありません」と

いう声です。「時間さえ確保できれば、もっと

授業の準備や検討ができるのに」、「授業研究

をしたい。でも時間がなくやりたくてもでき

ません…」。そんな先生方の声を聞くうちに、

私の経験の中でひょっとしたらお役に立てる

ことがあるかもしれない。そう思い、私が最

も苦心した「授業研究をするための時間創り

の工夫」についてまとめてみることにしまし

た。 

４．あくまでも「たたき台」として 

そういう経緯ですので、私が先生方にご提

案するのは、授業研究をするための時間をひ

ねり出すことを目的にした「校務を効率よく

こなしていく工夫」です。ただ、ここで誤解

して頂きたくないのは「生徒を効率よくさば

くための工夫」では決して無いということで

す。授業は生徒としっかり向き合いともに考

えあう時間だと私は思っています。そのよう

な 時 間 で あ る 授 業 に つ い て 研 究 し 準 備 す る

時間を創るための工夫です。 

中学校の教師が１日のうちで最も長く生徒

と向き合い、ともに考えあう時間は授業です。

そのように大切な時間である授業の質を、よ

りよきものへと検討（授業研究）する時間を

創り出すために、事務的な校務を効率よくこ

なしていく工夫を提案します。 

ただし、先生方と私とでは性別、年齢、パ

ーソナリティ、教員歴、担当教科等の違いが

あります。もちろん勤めている学校種も校風

も学校の立地条件も生徒数も生徒の様子も、

職員室の雰囲気も違うでしょう。ですので、

厳密に言えばほとんど参考にはならないかも

しれません。けれど、ほんの少しでも「ああ

なるほど、この部分は使えそうだ」と思える

部分があれば取り入れて下さい。また「それ

は違うでしょ、私ならこうするなあ」という

ように、私の提案を批判的に読みつつ、ご自

身の勤務校の様子や校務と照らし合わせてど

んどんアイデアを浮かべてみて下さい。私の

提案する内容は、あくまでも先生方が自分な

りに工夫を編み出すための「たたき台」とし

ての１事例だと割り切って読んでみて下さい。 

５．ほんの少し取り入れるだけで変化が 

こういった「全部でなくてほんの一部だけ

取り入れる」、「あくまで自分のアイデアのた

た き 台 と し て 読 む （ 聞 く ）」 と い っ た 割 り 切

り方や考え方を持って他人の経験談や工夫に

向かい合えるようになれば、自分を助けるい

ろいろなアイデアが生まれやすくなります。

書店に並ぶ教師のための校務の工夫のような

本を読んで「私とは状況が違う」と簡単に放

り出すことも減るでしょうし、先輩の諸先生

方の経験談を聞く場合も「時代が違う」と頭

から切り捨てたりしなくなると思います。同

僚や後輩の先生の話を聞いて「あの人だから

できるのだ、どうせ私にはできない」と考え

ることも減るはずです。 

他 人 の 取 り 組 み を 丸 ご と コ ピ ー す る 必 要

などありません。またこう考えていると教師

以外の職業に就いているプロフェッショナル

の体験談を聞いたり読んだりしても「ここは

使えそうだなあ」というように１部分を取り

入れたりすることができるようになるはずで

す。 

先生方が、10 分でも長く授業について考

える時間を確保できればと願いつつ、言葉を

綴ってみます。どうぞ最後までおつきあい下

さい。 
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２．なぜ時間がないのだろう

 まず１つ目の特徴は、教師の仕事は、質の

異 な る 校 務 を 同 時 に こ な す 必 要 の あ る 仕 事

だという点です。先生方が日常的にこなして

おられる校務の内容を見ていくとよくわかる

のですが、先生方の校務は数が多いだけでは

なく、それぞれの校務の質が全く異なってい

ます。しかも、質の異なる校務を同時進行で

こなしておられます。 

～教師の仕事とは～ 

１．授業研究をしたいのだけれど 

授業研究に関する研修で、必ず聞かれる声

は「授業研究をしたいのだけれど、どうして

も時間がなくて」というものです。ばたばた

しているとふと気がつけばもう帰宅時間…。

いざ授業研究に取り組もうと思ってデスクに

向かっても外部から電話が…、生徒が問題を

…。こうなってくると授業研究は後回しにな

り、結局は十分な時間がとれないままに次の

授業にいかざるをえなくなります。本当に教

師の日常は忙しく慌ただしいものです。 

教 師 の 校 務 と い っ て 真 っ 先 に 思 い つ く の

は 、 生 徒 を 教 え 指 導 す る こ と で す 。 授 業 で 、

生活指導で、面談で、カウンセリングで、ク

ラブで、朝終礼で、集会で、等。様々な場面

がすぐに浮かんできます。また、黒板・チョ

ーク・黒板消し・指示棒・マイク・スライド・

教材を効果的に使いこなす技術も必要です。

生徒のけがや事故、突然の発作にも対応しな

ければなりません。もちろん生徒に教える（伝

える）内容を構想し準備することも当然含ま

れます。 

２．忙しさの理由は 
教師の仕事の特徴にあり 

授業研究の時間を十分にとれずに授業を終

えた後、モヤモヤとした気持ちになって「準

備・研究不足だなあ」とため息をつくことが

あります。しかも、そういう状態が度重なる

と充実感をもてないどころか、教師としての

自信を失うことになりかねません。「ああ、ダ

メだ。授業についてじっくり考える時間を創

れないなんて自分は余程要領が悪いかもしれ

ない。」こんなふうに自分を責めてしまう先生

もおられるのではないでしょうか。 

ところが、教師の校務はここにとどまりま

せん。生徒に配付するプリント（教材・試験）

や保護者への連絡プリントを作成する、その

プリントを手早く大量に印刷する、金銭や備

品を管理する、備品や教材を選定して注文す

る、他校の先生に練習試合の申し込みをして

実施校を調整する、事務的な報告書類等を手

早く期限までに作成する、試験の採点、様々

な生徒に関するデータ入力やその処理、苦情

や問い合わせの電話への対応、特別活動を企

画し場合によっては業者と交渉する、校内外

の会議に参加し発言・提案を行う、等。ほん

の一部を挙げただけでも、校務の内容が多岐

に渡っていることがよくわかります。 

しかし、ちょっと待って下さい。それは違

います。余程のことでない限り、先生の要領

が格別に悪いわけでも、仕事が特に遅いわけ

で も あ り ま せ ん 。 教 師 と い う 仕 事 の 特 徴 が 、

授 業 研 究 の 時 間 の 確 保 の 難 し さ に 大 き く 関

係しています。そして、その特徴を先生方が

はっきりと認識されていない場合が多いとい

う部分に、大きな問題が隠されています。 

これらの校務を一般の企業におきかえて考

えてみると、教師の仕事の特徴がよく理解で

きます。一般的な企業であれば、庶務・経理・

人事・営業・企画・広報・秘書・情報処理・

受付・クレーム処理等、業務の質によって部

 

１）質の異なる校務を 

同時にこなす必要がある 
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署が細かく別れ分業が行われています。一般

企業では「私は経理畑の人間でして…」とい

うようなやりとりからもわかるように、配属

された部署の業務のスペシャリストとして、

限られた範囲の、つまり同じ質の業務をこな

していくわけです。 

ところが、教師は違います。さきほど挙げ

たように、学校で発生する全ての出来事への

対 応 が 、 教 師 に 求 め ら れ て い ま す 。 そ し て 、

質の異なる校務を同時にこなすことが求めら

れているのです。つまり、頭の切り替えを相

当巧みに行わなければ、こなしようがないも

のなのです。教師は、質の異なる校務を同時

にこなさなければならない。これが教師の仕

事の特徴の１つです。ですから、「気づいたら

１ 日 が あ っ と い う 間 に 終 わ っ て し ま っ て い

た」というのは当然の状態なのです。校務を、

同時にしかも予断なくこなし続けるためには

頭の切り替えを行いつつ集中する必要があり

ます。 

２）授業研究は特に質の異なる校務 

教師がこなしている日常的な校務の中で、

授 業 研 究 は 特 に 質 の 異 な る 校 務 の １ つ で す 。

なぜなら、じっくりと深く考え、吟味するこ

とが必要となるので、ある程度のまとまった

時間を確保しなければ、それはできないので

す。短時間でサクサクというわけにはいきま

せん。時間確保の工夫を意図的に行わない限

り、授業研究を行うことは非常に難しいとい

えます。 

また、「時間がない」、「しなければならない

ことが山積み」という状態が日常化し頭にこ

びりついている状況では、じっくりと深く考

え、吟味する時間が無駄なように思え、数分

で こ な せ る よ う な 校 務 を つ い 優 先 し て し ま

います。 

例えば、１時間の余裕ができた時に、「１時

間じっと座って授業研究をしても、アイデア

が浮かぶ保証はない。他の校務なら、確実に

４つは済ませることができそう」などと考え

てしまうと、授業研究はつい後回しになって

しまいます。授業研究には、じっくり考え、

吟味する時間が必要です。いざデスクに向か

って「さあはじめるぞ」と思ってもすぐに発

想が沸いてくるようなものではないのです。 

日 中 の 校 務 は 、 い っ て み れ ば 勢 い の あ る

“動”の思考モードでこなしています。です

ので、授業研究を行うためには、じっくり考

え て や っ と １ つ の も の を 生 み 出 す と い う

“静”の思考モードに頭を切り替えなければ

なりません。そのためにはまとまった時間が

必要ですし、自分自身の中で「例え、１つも

アイデアが思いつかず、結果的に無駄な時間

を過ごすことになったとしても、授業研究の

時間を１日最低 40 分は必ず確保する」とい

う覚悟が必要になってきます。 

以上のようなモードの切り替えや覚悟が必

要なのは、やはり教師の仕事が質の異なる校

務 を 同 時 に こ な さ な け れ ば な ら な い か ら で

しょう。 

３）アクシデントがつきもの 

教師の仕事の特徴の２つめは、人を扱う仕

事であるため、アクシデントがつきものだと

いうことです。一度、ご自身が責任を持って

対応しなければならない生徒の人数を、数え

てみて下さい。そうすればよくわかります。

本来は、勤務校の全校生徒に対して教師は対

応しなければならないわけですが、かなり限

定的に考えて、以下のような計算をしてみる

と…。何人の生徒になったでしょうか。 

（担任している学級の生徒数）＋（授業を担

当している学級の生徒数）＋（顧問をしてい

るクラブの部員数）＋（所属している学年の

生徒数）＝？ 
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 自分が対応する生徒数をカウントしてみれ

ば、その人数分だけアクシデントの可能性が

あるということです。しかも、出勤してから

帰宅するまで、終日対応が必要なのです。次

から次へと様々な問題や校務が、生徒の数だ

け起こる可能性の中で教師は仕事をしている

のです。予測不可能で突発的な出来事に対応

することが求められているのです。そして、

その対応は先程書いたように、質の異なるア

プ ロ ー チ で 対 応 を し な け れ ば な ら な い の で

す。マニュアルのようなものはありますが、

そ の 状 況 に よ っ て 対 応 を 臨 機 応 変 に 使 い 分

けることも要求されています。 

このように、担当している生徒の人数分の

アクシデントの可能性を含みつつ校務をこな

しているので、１日にこなさなければならな

い校務の全体量の把握がなかなか困難です。

また、自分自身が１日にどれだけの校務をこ

なしているのかについての把握も、非常に難

しい仕事だともいえます。つまり、教師の仕

事 と は ア ク シ デ ン ト が つ き も の な の で １ 日

の 校 務 の 見 通 し が 立 ち に く い 仕 事 で あ る と

もいえます。 

４）常に校務の優先順位を 
検討する必要がある 

目の前で発生するアクシデントへの対応や、

質の異なる多くの校務をこなしていくとなる

と、目の前で発生した問題を、何も考えずに

片端からこなしていくという取り組み方をし

てしまいがちです。しかし、それでは授業研

究の時間は、ほとんど確保できなくなってし

まいます。 

なぜならば、（こんなことを書いては叱られ

てしまうかもしれませんが）授業に関しては

教科書会社が発行している手引書があり、学

校によっては教科内共通の授業プリントを作

成している場合もあります。つまり、「いまま

さに私が現在担当している○年○組の生徒た

ちの理解度・興味・関心を把握しながら、授

業を準備したり検討したりする」という部分

をあきらめさえすれば、それほど準備に時間

を か け な く て も 、“ 架 空 ” の “ 平 均 的 ” な 生

徒 を タ ー ゲ ッ ト に し た 手 引 書 ど お り に 説 明

を読み上げて板書をしさえすれば、一応、形

のうえでは「授業」を展開することができて

しまうのです。 

それでつい、「授業研究や準備は最低限で」、

「後回しに」という判断をしてしまうのです。

目の前で発生したアクシデントへの対応は、

手引書がないため何よりも優先して時間をか

けてしまうのです。「授業は何とか形になるし、

仕方が無い」。そう考えて授業研究を後回しに

してしまう状況が、「授業研究の時間をどうし

ても確保できない」という先生方の言葉の背

景にはあるように思えます。 

しかし、授業研究を後回しにして、手引書

に頼りっぱなしで良いのでしょうか。同じ学

年内にあっても学級によって雰囲気は全く異

なります。その異なる部分をしっかりと把握

して授業を準備し、その学級にあった効果的

な指導法を見出さなければ、授業をスムーズ

に展開させることはできません。自分たちの

ことを注意深く見ようともせず授業をどんど

ん進める先生を、生徒たちは非常に敏感に見

抜いてしまうからです。 

手 引 書 や 共 通 の 授 業 プ リ ン ト は あ く ま で

も 目 安 で す 。“ 架 空 ” の “ 平 均 的 な ” 生 徒 を

対象に作成されたものです。その目安とそれ

ぞれの学級の生徒の様子を照らし合わせて、

どの部分を取り入れ、どの部分を変更してカ

スタマイズするのか、あるいは手引き書とは

全く違った独自のアプローチが必要なのか判

断する時間や、各学級や生徒を個別にイメー

ジしながら、学級ごとに授業をカスタマイズ

する授業研究の時間は、非常に大切な時間な

のです。 
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正課活動の中で、教師が生徒と過ごす最も

長い時間は授業です。その授業について、し

っかりと準備し研究することは外すことので

きない大切な校務ではないでしょうか。アク

シデントへの早急な対応や事務的な校務の処

理も非常に重要です。ただ、ほんの少し考え

ることで、すぐに対応する必要がないと気づ

いたり、他の先生にお任せしたり、少し工夫

をすることで半分の時間で済ませることがで

きる場合もあります。 

校務には、迅速にこなさなければならない

ものと、落ち着いて考えると実はそうでない

ものとがあります。それを瞬時に見分け、校

務 に 優 先 順 位 を つ け る こ と を 常 に 心 が け な

け れ ば 、 授 業 研 究 の 時 間 を 創 り 出 す こ と は 、

難しいものです。これも教師の仕事の特徴だ

と言えます。 

５）忙しいのは「自分に能力がないから｣ 
ではない 

以上のように、教師という仕事の特徴を考

えると、「忙しくて当然だな、そういう仕事な

のだな」ということが容易に認識できると思

います。忙しいのは「自分に能力がないから｣

ではないのです。そういう認識を持つと、自

分を責めて落ち込み自信を無くすのではなく、

「こういう仕事だからしかたがない」といっ

たん問題を突き放すことができると思います。

そうすると「でも、授業はやっぱり大事だし、

なんとか時間を確保できないだろうか…」と

授業研究の時間を創り出す方法について、前

向きに考えようという気持ちが、自然に湧き

上がってきます。 

６）問題をいったん突き放して眺める 

うまくいかないことがあった場合、誠実な

先生ほど自信を失ったり、自分を責めたりす

る傾向があります。しかし、こんなふうに問

題を少し突き放してながめてみると、自分が

原因ではなく、その問題を取り巻く環境がそ

うさせているということに気づいたり、その

仕 組 み そ の も の に 無 理 が あ る と い う こ と が

見えたりする場合があります。 

 

３．どうすれば時間を 

創り出せるのだろう 

１．「たたき台」として 

ここからは、私の編み出した「授業研究を

するための時間創り」の方法をご紹介しよう

と思います。ただ、最初にも書いたように、

読んで下さっている先生方の状況と私の状況

は異なっていて当然だと思います。ですので、

読み進める場合は、あくまでも１つの「たた

き台」として捉えて読んで下さい。 

どんな問題であれ、問題に直面した際は、

とりあえず、その問題やそれを取り巻く状況

をよく観察して考えてみて下さい。自分のこ

とを「ダメだ。」と責めて落ち込むよりも「ど

んな方法で取り組めば、状況が少しでも好転

するのかな？」というように対策を考えるよ

うにして下さい。 

今回は、かつて私自身が「なぜこんなにも

時 間 が 無 い の だ ろ う ？ 」 と 悩 ん だ 際 に 、「 何

を ど う 工 夫 す れ ば 時 間 が ひ ね り 出 せ る の か

な？」とまえ向きに考えた抜いた末に編み出

した１つの方法を紹介いたします。ほんの少

しでも｢使えそうだな」と思う部分があれば取

り入れて下さい。 

また、「言っている意味が全くわからない、

こんなことをして何になるのだ」と思われる

先生がおられた場合は、「では、自分ならばど

のような方法を編み出すのか」と、具体的な

プランを練りながら読んで下さい。 

もしも、「授業研究の時間は確保できている
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し校務もこなせている。大きなお世話だ」と

感 じ た 先 生 が お ら れ た 場 合 は 、「 忙 し く て 授

業研究ができない」と悩んでいる後輩の先生

方に、ご自身がアドバイスをする立場になっ

た場合を想定し、その際に自分ならば何を伝

え、どんな方法を提案するかについて考えな

がら読み進めて下さい。 

２．取り組み方そのものを点検する 

いつも私が校務をする中で心がけているこ

とは、何か失敗してしまった場合に、「うまく

いかなかったり失敗したりするのは、自分の

精 神 面 の 弱 さ や 生 ま れ 持 っ た 資 質 の 不 足 が

原因ではない。校務への取り組み方が原因だ。

もっと工夫ができたのではないだろうか。も

う少し道具を検討することが必要だったので

はないだろうか」と自分に言い聞かせること

です。現場では、自分を責めて落ち込んでい

る暇はないので、こう考えるようにしました。

そうすることで、「私は教師に向いていない」、

「○○先生のように、うまくできないから、

私はダメだ」というように自分を責めて追い

詰めるのではなく、「よし今度は△△を××に

変えてみよう」、「なるほどこの道具が使いに

くかったのだな、この使い方を練習してみよ

う」といった具体的なプランを前向きに考え

られるようになりました。 

このように、失敗や難問に直面するたびに、

「落ち込んでいる暇はない。ちょっとした工

夫と便利な道具を編み出せば、状況は少しで

も良くなるはずだ」という考え方で、私は日々

を乗り越えています。 

３．データベース用ノートと 
断片メモを編み出す（写真１） 

新 任 の 頃 の 私 の 悩 み は 、 校 務 が 多 す ぎ て 、

何から手をつけて良いのかわからず、パニッ

ク に 陥 る こ と が 多 か っ た こ と で す 。 そ し て 、

とにかく時間に追われていました。教育実習

生の頃のように、授業研究をしたいのに時間

がない。それどころか、「あれもしなきゃ」、

「これもしなきゃ」と、いろいろなことが気

になって、授業にさえ集中することができま

せ ん で し た 。 一 日 中 気 が 休 ま ら ず 、 い つ も 、

「何かをし忘れているのではないか？」とい

う 不 安 が あ っ て 家 に 帰 っ て も び く び く し て

いました。 

失敗やミスをするたびに、「いろいろな期日

に校務を間に合せることができない私は、相

当頭が悪いんだ」、「本気でやっているつもり

だけれど、本当は口先だけのいい加減な人間

なのかな」、「なぜこんなにミスをするのかな。

どこか能力的に欠陥があるのかも」と自分を

責めました。 

毎日、自分を責めては落ち込み、反省を繰

り返しました。目標を紙に書いてデスクに貼

るというようなこともしましたが、状況は全

く改善されませんでした。そして、ある時や

っ と 、「 私 の 不 安 感 は 、 今 抱 え て い る 校 務 が

一 体 ど の く ら い あ る の か が 具 体 的 に 見 え て

いないことから発生しているのではないか」

ということに気づいたのでした。そのせいで

校務の今後の見通しが全く立たなくなってい

たのです。校務が次から次へと追いかけて来

て、必死にこなしても減ることはなく、デス

クに山積みという重苦しいイメージが頭から

離れず、動けなくなっていたのだと気づきま

した。授業の準備や研究をする時間の確保ど

ころではありませんでした。 

そこで、現在自分が抱えている校務を具体

的に把握するために、データベース用ノート

というものを編み出しました。 

また、いろいろなことが気になり、授業に

さえ集中することができない理由は、何かを

しようとすると必ず、頭の中で処理ができな

いほどの情報が一気に飛び込んでくるからだ

と気づきました。見ないようにすれば良いの
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だけれど、大切な情報のように思え、全部覚

えていないといけないような気がするのです。

しかし、目の前の校務をしなければいけない

状況の中で、それは不可能です。このような

ジレンマに陥り、目の前の校務に集中ができ

なくなっていたのです。 

例えば、授業をするために担任をしている

学級の教室に向かいます。そうすると、生徒

が入れかわり立ち替わりやってきて、「お母さ

んが家に電話下さいって」、「病院でこの書類

もらったんですけど」、「先生ちょっと話ある

ねんけど」等、重要で処理しなければならな

い用件を、かなり頻繁に持ち込んできます。

(職員室にいても同じですね。) 

また、生徒たちの授業中の様子や、廊下で

の様子を見るたびに、いろいろな気づきが眼

に飛び込んできます。「あ、声かけをしておい

たほうがよさそうだな」、「後で呼んで話をし

たほうがよさそうだな」、「あの３人の雰囲気、

何となく気になるなあ」、「ゴミ箱がなぜあん

なに溢れているんだろう」などのように、気

になるサインが、ひっきりなしに眼に飛び込

んで来ます。どの気づきも疎かにできないし、

どの気づきも確認しておきたい。けれど、今

しなければならない目の前の校務も大切。こ

のようなジレンマに陥り、私は集中して目の

前の校務に当たることができなかったのです。

そこで編み出したのは、頭の中に入ってきた

大 切 な 情 報 や 気 づ き を い っ た ん 忘 れ る た め

のメモ、「断片メモ」です。 

４．データベース用ノートと 
断片メモの使い方 

では、悩み抜いた末に、私が苦し紛れに思

い つ い た デ ー タ ベ ー ス 用 ノ ー ト と 断 片 メ モ

とは、いったいどんなものなのかを、具体的

な作り方や使い方を交えて説明してみます。 

１）まずは自分の担当している校務を 
        すべて書き出す(写真２) 

データベース用ノートと断片メモの前に、

私は、担当している校務を紙に書き出すこと

から始めました。先生方は何種類の校務を担

当されていますか。書き出して数えてみて下

さい。 

例えば以下の例であれば、担任業務＋授業

×８学級＋クラブ顧問＋学年団所属＋生活部

＋広報部＋特別活動部×３＋社会科＝17 種

類ということになります。 

写真１ 「データベース用ノート」と「断片メモ」

 
【例】  
・２年Ａ組（ 49名）担任  
・教科担当→計８学級担当  

２年「歴史」  
３学級（各 49名）×４時間     

３年「社会演習」  
５学級（各 45名）×１時間  

・合唱部顧問  
・第二学年団所属  
・生活部  （カウンセリング担当）  
・広報部  （学校広報誌編集委員）  
・特別活動部（学園祭・修学旅行・  

クラブ予算担当）  
・社会科  （入試問題作成担当）  

 

ポイントは、担当している授業を２年生と

３年生だから「２」種類とカウントするので

はなく、担当している学級数をみて「８」種

類とカウントすることです。理由はのちほど

説明します。 
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写真２ 私の抱えていた仕事 

一番多いときで18種類ありました。 
（枠の中がそうです。） 

写真３データーベース用ノート  

３）断片メモを行う（写真４） 

 
 ここでご紹介します断片メモとは、他人に

見せることを前提に、きれいにまとめられた

メモのことではありません。担当者が不在で

電話を受け、電話の内容を伝えるために書く

伝言メモではない、ということです。 

 
２）情報のデータベースとしてのノートを 

準備（写真３） 

 

さて、自分の担当している校務の数がカウ

ントできれば、その数の分だけノートを用意

します。これらのノートは、校務に関する情

報のプラットフォームとして使うので、これ

以降はデータベース用ノートと呼びます。デ

ータベース用ノートの準備に関しては以下に

まとめておきました。 

 

メモと聞くと、「面倒くさい」、「難しい」、

「書くスピードが間に合わない」と抵抗感を

示される先生がおられます。ひょっとすると、

きれいにまとめられた伝言メモのようなイメ

ージを、メモという言葉に対して持っておら

れるのかもしれません。しかし、ここでいう

メモは、全く違います。  
【データベース用ノートの準 備■】 
 

断片メモとは、気づいたことや思いついた

アイデアや、突然発生した用件などの断片的

なキーワードを、自分が判読できる程度で書

き付けるメモのことを指しています。つまり、

人から見れば、ただの殴り書きの紙切れにす

ぎないようなものなのです。美しくまとまっ

ている必要はく素早く書けばよいのです。 

①表 紙 にタイトルを書く               
○年度２Ａ歴 史授業ノート        
○年度特別 活動部 学園 祭ノート 
○年度２Ｄ懇 談用個 人データ 等 

②毎 日 校 務 が発 生 しそうなノートは、 
見 開 きで一 日 とし予 め日 付 をいれて

おく。  
学級担 任（朝終礼 連絡 ）用ノート 
クラブ活動 用ノート 

③毎 日 はないけれど、行 事などが近 づき
忙しくなることが予 測できる場 合は、 
その行 事 の前 後は見 開 き一 日 とし、 
日 付を入 れておく場 合 もあり。 

④授 業 用 ノートは、左 半 分 に授 業 案 や 
必 要 資 料などを全て貼り込み、 
右 半 分 は空 白 にしておく。      

また、重要な点としては、断片メモは、何

度も付けたり剥がしたりが可能な、小さな付

箋 紙 の よ う な も の を 使 え ば 便 利 だ と い う 点

です。その付箋紙には、１枚につき１つの用

件のみを書き付けるようにします。余ったス

ペースがもったいないからといって１枚の付 
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箋紙に何件も書き付けていると、時間がかか

る上に、後で整理をし直すことが難しくなり

ます。（このことについては、後ほど詳細に説

明します。） 

また、断片メモは、単に物忘れを減らすこ

とに役立つだけではありません。教師にとっ

て大切である、日常のあらゆる瞬間に気づい

た こ と や 浮 か ん で く る 発 想 を 保 存 す る 場 合

にも役立ちます。 

気づきや発想は、よりよき授業を展開する

のに非常に大切なものです。メモなどで残し

ておかなければ、忙しさに取り紛れてすぐに

忘れてしまいます。今すぐには対応できない

けれど、覚えておきたいことは付箋紙に断片

メモとしてどんどん書いて保存する。これが

非常に役に立ちました。 

４）断片メモ＋データベース用ノートの 
活用方法 

   写真４ 「断片メモ」  
さて、この付箋紙１枚につき１つの用件に

ついて走り書きをし、書き終わったら保存し

ておくという断片メモですが、書き終わった

断片メモの束をその後どう活用するのかにつ

いてご紹介いたします。 

このような断片メモであれば、以下に挙げ

た例のような状況に陥ったとしても、キーワ

ードをさっと付箋紙に走り書きし、その付箋

紙をどこか所定の場所に貼り付けておくこと

で、安心して目の前の校務に集中することが

できるのです。 ５）断片メモの束（写真６）を分類し 
データベース用ノートへ（写真５） 

 
【例 】 

■授 業 終 了 後 、授 業 の振 り返 り中 に生 徒 が保 護

者 からの重 要 な連 絡 を伝 えに来 る。 

■授 業 中 、生 活 指 導 上 の問 題 の兆 しに気 づく。 

■この空 き時 間 内 に答 案 を採 点 を完 了 し、次 の時

間 に返 却 しなければならないと焦 って採 点 中 、授

業 の改 善 点 がどんどん見 えてきたとき。 

■学 年 集 会 にて訓 話 をするため体 育 館 へ移 動 中  

ＨＲ教 室 の蛍 光 灯 が切 れていることに気 づく。 

■他 校 の先 生 と練 習 試 合 の日 程 を電 話 で調 整 中

部 費 の未 納 生 徒 への督 促 が必 要 な件 を突 然 思

い出 す。 

■次 の授 業 の開 始 ５分 前 に教 材 を印 刷 中 、隣 の

輪 転 機 がトナー切 れに気 づき事 務 室 に連 絡 しな

ければならない。 

断片メモは、素早くたくさん書き留めるこ

とができるため、どんどんたまり、夕方にな

るとメモの束ができています。このメモの束

を、職員室の自分の席に座ることができた時

に取り出し、あらかじめ準備しておいたデー

タ ベ ー ス 用 ノ ー ト に 内 容 を 吟 味 し て 貼 る と

いう分類作業を行います。この段階で初めて、

１枚につき１つの用件のみ書くようにしてい

たことが、活きてきます。 

断 片 メ モ の 内 容 を 見 て 、「 Ｈ Ｒ 委 員 呼 び 出

し」と書いてあれば「これは終礼で生徒に連

絡しなければならないので“学級担任（朝終

礼連絡）用ノート”だな」と判断し、“学級担

任（朝終礼連絡）用ノート”を取り出して貼

り付けます。また、「行進用ＣＤ準備」と書い

てあれば、“特別活動部体育祭準備用ノート”

断片メモとは、忘れてはならないことや覚

えておきたいことを、いったん頭の外に追い

出すことで、安心して忘れることができるメ

モなのです。その結果、今しなければならな

いことに集中して取り組むことができます。 
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を取り出して貼りつけます。「墾、２Ａ、漢字、

難」と書いてあれば“２Ａ歴史授業用ノート”

の奈良時代土地制度の授業のページに貼り付

けます。 

４．断片メモと
データベース用ノートで 
なぜ時間が創り出せるのか

１．校務の見通しがもてるようになる そして、断片メモの内容を思い出しながら

各校務のデータベース用ノートに貼り付ける

際に、その校務の期限がいつまでなのか、期

限 を 記 入 し な が ら ど ん ど ん 振 り 分 け て い き

ます。 

このように、断片メモの束を各校務ノート

に 貼 る こ と に よ っ て 、 ノ ー ト を 開 く だ け で 、

それぞれの校務の、今、取り組まなければな

らない事柄が一目瞭然となります。また、あ

る程度断片メモがたまってきた段階でノート

を振り返ると、その校務で発生する校務の量

 

 

写真５ 断片メモを各ノートに貼り付ける  

写真６  断片メモの束
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やピーク時期が把握できるため、今後の校務

の計画や予測が立てやすくなってきます。こ

うして私は、「何から手をつけて良いのかわか

らずパニック」という状態から徐々に解放さ

れていきました。 

不安になった場合は、担当している校務に

ついてのノートを開き、付箋紙の枚数を数え

たり、付箋紙の横に記入してある期限を確認

する。そして、今、自分がこなさなければな

らない校務が「とにかく多い」と感じ漠然と

した不安に追い詰められるではなく、「担任業

務で６個、教科絡みで７個･･･」と具体的に把

握することができるようになりました。 

ま た 、「 頭 に 浮 か ん だ こ と は 断 片 メ モ に ど

んどん書き出し、いったん忘れてしまえばよ

い」と思うことで、いろいろなことが気にな

り 授 業 に さ え 集 中 で き な い と い う 状 態 か ら

解放されました。 

また、データベース用ノートを校務別にわ

けておくことで、疲れのせいであまり頭が回

転しないような時間帯でも、断片メモをノー

ト 毎 に 振 り 分 け て 貼 る だ け で 分 類 完 了 な の

で、毎日続けることができました。もし１冊

のノートにまとめて貼っていたなら、断片メ

モの山を貼るためのレイアウトを考えたりし

なければならず、面倒になってこの方法は続

かなかったと思います。 

それだけではなく、ノートを担当別に分け

ておくことで、１年後に振り返った時に、ど

の 校 務 が 一 番 多 い の か が 一 目 瞭 然 に な り ま

した。“学級担任（朝終礼連絡）用ノート”が

年間１０冊～１３冊になり一番多くなりまし

た。 

また、“特別活動部用ノート”を振り返ると

「体育祭の３週間前には、こんな校務がこれ

だ け 発 生 し て ･･･」 等 、 そ れ ぞ れ の 校 務 の ピ

ークや、その時期に何をしたのかを把握する

ことができました。 

２．授業の振り返りにも役立つ 

そ し て 、“ 授 業 用 ノ ー ト ” を 見 る と 、 授 業

で の 失 敗 や ミ ス の 傾 向 が 把 握 で き ま し た し 、

学級別にノートを準備していたので、「○組の

ようなタイプの学級ではこういう授業の進め

方をするとうまくいくのだな」というような、

各学級で、どのような授業を行っていたかを

後で比較することが可能となり、結果的に授

業 方 法 の レ パ ー ト リ ー を 増 や す こ と が で き

たように思います。もし“授業用ノート”を

１冊にまとめてしまっていたなら、このよう

な比較は行えなかったでしょう。 

また、ふと思いついた授業に関するアイデ

アを断片メモにして “授業用ノート”に貼っ

ておくことで、思いついたそのときは、時間

切れで不可能だったり、力量不足で実現でき

なかったアイデアを、２年後に実現すること

ができた場合もありました。 

このように「断片メモ」と「データベース

用ノート」を続けていくにつれて、今の自分

を支えてくれるだけでなく、未来の自分への

蓄 積 に も な っ て い る と 感 じ る よ う に な っ て

きました。 

３．落ち着いて校務に取り組めるように 

「今抱えている校務は、どの部署の校務で、

どれだけの量があるのか」がすぐにわかり、

「この部署の校務のピークはここでくる」と

いうことが把握できれば、校務の計画がたて

やすくなります。「水曜日の、この 50 分間は、

授業研究のために確保しておこう」、「もし水

曜日がだめなら金曜日のここでしておこう」、

「もしそれもダメなら、日曜日のこの時間、

家で検討する」というように、立てておいた

予定が、何らかのアクシデントでうまくいか

なかったとしても、すぐに代替案を考えるこ
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とができます。 １）生徒を見る「眼」が鍛えられる 

応用編の１つめは、単なる連絡事項の備忘

録にすぎなかった“学級担任（朝終礼連絡）

用ノート”を、学期末の三者懇談時に役立つ、

“生徒個人記録用ノート”に変身させること

ができたことです。  

また、もっと大きな目で見て、「５月の連休

までは、年度初めで余裕が全くない。授業案

は春休み中にある程度作成してしまって、４

月中はカスタマイズに専念する」、「土曜日は

クラブ指導でへとへとでも、２時間は授業研

究にあてる」、「もしそれがダメなら、月・火

曜日は２時間早く出勤して、生徒の登校前に

授業研究を行う」など、行事や学校の状況に

合わせた時間の確保が可能になりました。 

担任をしている生徒に関する、何気ない気

づき・連絡事項・確認事項は、毎日大量に発

生します。当初はこれらを、“学級担任（朝終

礼連絡）用ノート”の中の、各日付のページ

に貼って、生徒への連絡や確認を済ませ、そ

こで終わらせていました。生徒のちょっとし

た良い部分や気になる部分のメモに関しては、

学 期 末 の 三 者 懇 談 の 前 に 慌 て て 、“ 学 級 担 任

（朝終礼連絡）用ノート”の１学期分の全て

のページをめくり、それぞれの生徒の断片メ

モを回収し、改めて生徒毎にまとめ直し懇談

資料を作成していました。 

断片メモとデータベース用ノートを使うこ

とで、「今は忙しくて目がまわりそうだけれど、

この時間帯まで頑張れば大丈夫」、「今週はハ

ードで授業の振り返りの時間はとほとんどと

れない、でも来週は少しましになるだろうか

らそこでやろう。焦らない、焦らない」とい

うように、私は、徐々に時間をコントロール

できるようになりました。それにともなって、

念 願 の 授 業 研 究 の 時 間 を 徐 々 に 確 保 で き る

ようになりました。 
また、週に一度の学年会議の報告書類を作

成する場合も、“学級担任（朝終礼連絡）用ノ

ート”の１週間分のページを慌ててめくり、

会議が迫ってくるとまとめなおしをしていま

した。しかし、会議直前にまとめ直しをする

のは、あまりにも面倒で労力がかかることに

気づき、ふと思いついたのは、朝終礼での連

絡確認終了段階で、“学級担任（朝終礼連絡）

用ノート”の断片メモの付箋紙の中から、学

年 会 議 で 報 告 が 必 要 そ う な メ モ を 外 し て 、

“学年会議用ノート”に貼り直すことにしま

した。 

４．予測していなかった効果が 

さて、悩んでいた私を支えてくれた断片メ

モですが、続けていくうちに、始めた当初は

気づかなかった便利な面が、後になって見え

てきました。さきほども説明しましたように、

断片メモは、付箋紙１枚につき、１つの用件

のみを書くようにしていました。そして、先

生 方 も ご 存 じ の よ う に 付 箋 紙 に は 何 度 も 貼

り 直 し が 可 能 で あ る と い う 特 長 が あ り ま す 。 

当初は、「付箋紙に断片メモをしておくと、

持ち歩いている間にバラバラにならないから、

便利だな」という程度だったのですが、付箋

紙の貼り直しが何度もできるという特長に気

づいたことで、断片メモの活用方法の応用編

を、２つ見いだすことができました。それに

ついても、ここでご紹介しておきます。 

そして、生徒の気になる部分（注意や指導

が必要な部分）に関するメモは、声かけや面

談後、学年会議で報告と、素早く活用します

が、生徒の良い部分(頑張っていたこと・小さ

な成長・意外な才能)に関するメモは、特に活

用せず学期末の懇談まで眠っていることがほ

とんどでした。 
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そこで、見開き１ページを生徒の個人ペー

ジとして設定した“生徒個人記録用ノート”

を作り、朝終礼や廊下での声かけが終わった

段階で、“学級担任（朝終礼連絡）用ノート”

に貼っていた断片メモを“生徒個人記録用ノ

ート”の該当生徒のページに貼り直すことに

しました。こうすることで、学期末の三者懇

談前に慌てて生徒個人の資料を作成するため

の情報収集をする必要がなくなりました。（写

真７） 

 

しかし、非常に役立つと感じたのは、断片

メモの貼り直しを、予めすることによって懇

談資料の作成が楽になったということではな

く、もっと劇的なものでした。 

それは、“学級担任（朝終礼連絡）用ノート”

に貼っていた断片メモを、“生徒個人記録用ノ

ート”の該当生徒のページに貼り直しをする

中で、断片メモの数が少ない生徒、つまり担

任 と し て も 私 の 気 づ き の 少 な い 生 徒 の 存 在

が一目瞭然になったということです。問題を

多く抱えている生徒や、抜きん出て優秀な生

徒、活発で目立つ生徒に関する断片メモは、

日々増えていきます。しかし、メモがあまり

増 え な い 生 徒 が か な り い る の で す 。 そ れ は 、

担任の私の眼から見て“とくに問題があるわ

けではない”“おとなしい”“まじめな”生徒

たちでした。 

これではいけないと思い、“生徒個人記録用

ノート”を定期的にめくり、メモの数を確認

するようにし、メモの数が少ない生徒に関し

て は 特 に 注 意 を 払 っ て 観 察 す る よ う に し ま

した。そうするうちに、今までは“とくに問

題があるわけでなく”“おとなしく”“まじめ”

という印象だった生徒達が、非常に個性的で

いきいきとした存在であることが、見えてく

るようになりました。あるいは、逆に、悩み

を 抱 え 問 題 に 直 面 し て い る こ と に 気 づ い た

ときもありました。 

見 て い た よ う で 見 て い な か っ た 生 徒 の 姿

を見るきっかけを、この断片メモの貼り直し

という作業の中で私は得ることができました。 

２）校務の優先順位を見極める｢眼｣が 

鍛えられる 

 応用編の２つめは、１つめに比べて非常に

シンプルです。たまった断片メモの束を、各

ノートに貼って分類する作業を終わらせた後、

各ノートに貼られたメモをざっと見ます。メ

モはまだ、この段階では、校務の期限に関係

なく、ばらばらに貼られている状態です。で

すので、今度は、期限を確認しながら、それ

らのメモの貼り直しを再度行うのです。この

作業の中で、メモがたくさんあったとしても、

校務の優先順位が自ずと見えてきます。 

写真７ “生徒個人記録用ノート”  
これは４月末の状態ですので、左半分に貼られてい

る断片メモの数がまだまだ少ない状態です。

ま た 、 校 務 ご と に ノ ー ト を 分 け る こ と で 、

どれもが重要に見えていた校務が、最優先事

項 で あ る 校 務 が ど れ な の か を 見 極 め る こ と

が、自然にできるようになってきました。 

全体を見渡してこそ、今この時に最優先で

すべきことが見えてくるのだと思います。断

片メモを行い、データベース用ノートへ貼っ

て分類し、何度も貼り直しを行うことが、優

先 順 位 を 見 極 め る ト レ ー ニ ン グ に な る よ う

です。 
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アクシデントの多さが、教師の仕事の特徴

です。何をおいても対応しなければならない

こと、そうでないことを、見極めることので

きる冷静な眼差しを、教師は鍛える必要があ

ると思います。そのトレーニングとして、断

片メモとデータベース用ノートの活用が役立

ったように感じています。 

そのやりとりの中で、私が 60 枚も書き他

の先生が 10 枚程度だった理由がわかり、非

常に納得がゆきました。 

つまり、こういうことなのです。他の先生

が 10 枚程度だった理由は、付箋紙に記入す

る時に、①頭に浮かんだいろいろな気づきを

整理した上で、②討議で発表する際に恥ずか

しくないように、気づきをきちんとまとめた

ものを書き、なおかつ、③丁寧できれいな字

で書いていたからだったのです。 

５．断片メモとデータベース用ノートの 

活用で気づきが増える（写真８） 

以上のように、私は、断片メモとデータベ

ース用ノートの活用によって、様々な良い効

果を得ることができました。授業研究の時間

創りのために始めたこの活用ですが、これだ

けでなく、もう一つの大きな効果を私にもた

らしてくれました。それは、断片メモを日々

取ることにより、物事に対する気づきが増え

たという点です。 

もし私も、同僚の先生のように、この①～

③の条件を満たしたものを付箋紙に書いてい

たならば、おそらく 10 枚も書くことができ

なかったように思います。 私の場合は、断

片メモで、ひたすらメモをとり続けているの

で、とにかく頭に浮かんだことは全部付箋紙

に書き出します。しかも、整理されておらず

キーワードのみです。時には支離滅裂で、字

も走り書きです。ですので、これまで触れて

きませんでしたが、判読不能だったり、全く

意味をなさないメモも多くあって、処分した

り、“パーキング（駐車場）”と名付けたノー

トにとりあえず貼っておくことも多々あるの

です。 

それを実感したのは、ある授業研究会に参

加したときでした。主任の先生から「討議に

使うので、研究授業中に気づいたことを、付

箋紙にメモをするように」との指示がありま

した。 

研究授業が始まり、私は、いつもしている

断片メモの要領で、付箋紙に気づ

いたことを書き始めました。どん

どんどんどん書いていき、研究授

業が終わる頃には、付箋紙の枚数

は 60 枚を超えました。ところが

一緒に参加した同僚の先生は 10

枚程度しか書けておらず、非常に

驚きました。その後に開催された

討議でも、同僚の先生だけでなく、

他校から参加された先生も 10 枚

程度という方がたくさんおられま

した。非常に不思議だったので、

帰路同僚の先生とメモについて、

話をしました。 
写真８ 5分間の授業ビデオを見て  

自 分 自 身 の授 業 をビデオ撮 影 し、そのうちの５分 間 だけ切 り出

したものを見 て気 づきをメモしたものです。付 箋 紙 で２６枚 ありま

す。３回 連 続 でじっくり見 た後 に書 いたメモですので、文 章 になって

います。内 容 を吟 味 した後 、カテゴリーに分 類 しています。 
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その授業研究会で書いたメモも 60 枚以上

ありましたが、授業の本質に関わるような疑

問や、授業者の先生に是非きいてみたい点、

取り入れたいと思った点などを、改めてカウ

ントすると、30 枚程度しか残りませんでし

た。つまり、半分しか残らなかったわけです。

残りの半分は、ちょっと後から落ち着いて考

えれば、どうでもいいようなことをメモして

い た の で 、 処 分 し た の で し た 。 し か し 、 30

枚という枚数はやはり参加された他の先生よ

りも多かったので、断片メモを取ることは、

いろいろな事柄に気づく良いトレーニングに

なっているのかもしれないと、この授業研究

会での体験から気づきました。 

断片メモは、頭の中に思い浮かんだことを

全て書き出すメモです。頭の中に思い浮かん

だことが、重要なのかそうでないのか、とい

ったことは頭の中では検討しません。それは、

書き出した後で検討すれば良いのです。時に

は同じ事柄について何度もメモに書いている

ときがあります。これは一見、無駄なことを

しているように思えますが、何枚も同じ用件

についてのメモがあったなら、それだけ強い

印象があったり、余程重要なことだと自分自

身が感じているのだと判断できるので、無駄

ではないのです。 

気づいたことを、どんどん書いていく。そ

のメモの価値は、書き出した後で改めて考え

る。無意味かもしれないことも、とりあえず

書き出すのです。捨てるのは、後からでいい

のです。このくらいの気持ちで断片メモを取

り続けることで、いろいろなことに気づき、

発想が以前よりもずっと湧いてくるようにな

ったと思います． 

断片メモとは、目の前の出来事に集中する

ために、頭の中に浮かんだことを、いったん

安心して忘れるためのメモです。そして、そ

の断片メモを、後で振り返りながらデータベ

ース用ノートに分類するという行為を通じて、

私のいろいろなことに気づく力は、少しづつ

鍛えられていったように思います。 

以上のように、断片メモとデータベース用

ノートを活用することを通じて、私は、授業

研究をするための時間を創り出せるようにな

っただけでなく、様々な良いスキルを、身に

つけることができたと感じています。 

５．参考   
～断片メモとデータベース用ノートを 

活用する際に使った道具～  

 

断片メモとデータベース用ノートの活用を

する際に、いろいろな文房具を使用しました

が、一番使い勝手がよかったものをここで紹

介します。ただ、あくまでも「私にとって使

いやすいもの」ですので、先生方も、ご自身

にとって使いやすい道具や文房具を探してみ

て下さい。たかが文房具されど文房具です。

自分にとって使いやすい道具や文房具に出会

うことで、仕事の質を変えることがあります。

ほんの少しのお金を投資して、自分にぴった

りの道具や文房具を使うことで、日々のスト

レスが軽減されることもあります。 

１．付箋紙（写真９） 

サイズはいろいろありますが、中央の丸で

囲んだ付箋紙が私にとっては一番使いやすい

サイズでした。 大きな付箋紙を使うと、長々

写真９ 付箋紙  
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４．付箋紙とペンを常時携帯する工夫 と書いてしまったり、つい１枚に何項目も書

いてしまい、うまくいきませんでした。 
男性の洋服にはポケットが多いので、問題

ないのでしょうが、女性の洋服には、機能的

なポケットがあまりないために、４色ボール

ペンと付箋紙を持ち歩くのにたいへん苦労し

ました。 

２．４色ボールペン（写真 10） 

付箋紙にメモをする際に、４色ボールペン

が一番便利でした。とっさに色分けでき、後

で分類をする際に、言葉では表せない感覚を、

情報として残してくれたように思います。色

分けの基準は齋藤孝さんの「３色ボールペン

活用術」（角川書店）を参考にしました。 

思いついた時に、すぐにメモができて、た

まった付箋紙の束を落とさないように保管し

なければならないので、大きなポケットのな

い洋服に、ほとほと困りました。 

そこで、ウエストポーチを最初は使ってい

たのですが、出し入れのたびに毎回ファスナ

ーの開け閉めを行わなければならず、非常に

煩わしいので、いろいろ試した結果、美容師

さんが使っているシザーバッグ（はさみを腰

から下げるための小さな鞄）が一番便利だと

いう結論に達しました（写真 12）。また、Ｉ

Ｄカードの紐に４色ボールペンをはさみ、カ

ードの裏面に付箋紙を挟んでいたこともあり

ました（写真 13）。 

写真１０ ４色ボールペン  

・まあ大事→青  
・重要→赤  

 

３．データベース用ノート（写真 11） 

私は、Ａ４サイズの大学ノートを使用して

いました。同じサイズのものでそろえた方が、

それぞれの校務の全体量を比較する際に、一

目瞭然でわかりやすいです。冊数が必要にな

るので、安くて手に入り易いものにしました。 

 

 

以上が、私が新任教師だった頃の悩みだっ

た「授業研究をするための時間がない」とい

う問題を解決するために編み出した工夫です。 

 

・個人的に気になる→緑  
・書類記入用→黒  
（齋藤孝「 3色ボールペン活用術」）

写真１１ データベース用ノート  

写真１２  
シザーバッグ  

写真１３  
IDカードを利用  
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「教科指導を通じ、授業で、生徒と向かい

合いたい」と思い、小学校ではなく中・高等

学校の教師になったものの、新任のころは、

校務に追われ授業研究をする時間が確保でき

ない状態に非常に悩み、苦しんでいました。

授業について考えたくても、校務が際限なく

発生します。そして、現在抱えている校務が

どれだけあるのかについての予測も立てられ

ないのです。いつも、何かを忘れていないか

どうかを気にしていました。気の休まる暇な

どない不安な日々でした。 

生活指導も担任業務もクラブ指導も、重要

な校務であることも十分に理解していたので

すが、やはり、満足のゆく授業がしたかった

のです。私は社会科の教師ですので、社会科

という教科を通じて、生徒とともに過去を振

り返り、現状を見つめ､ともに未来を模索した

かったのです。 

朝は登校指導から始まり、空き時間は特別

支援が必要な生徒への対応、放課後や休日は

全てクラブ指導に費やし、生徒の下校時は下

校指導に走り回り、職員室に戻るとくたくた

に疲れ切っていました。そこから事務的な校

務をこなし、やっと授業研究ができるところ

までたどり着いたとしても、疲れ過ぎていま

した。眠い目をこすりながら、授業内容につ

いて最低限の調べ物をする、その程度が、自

分にできる精一杯の授業準備でした。｢こんな

はずではなかった｣と悔しく、毎日が情けない

気持ちで過ぎていきました。 

新 任 の 頃 は ､授 業 研 究 の 時 間 を 何 と か し て

確保したいという思いに溢れかえっていたよ

うに思います。｢授業について考える時間が欲

しい｣、そう渇望していました。授業が終わる

度に「もっとこの学級の生徒に合った授業が

したい」、「授業ってこんなものではない」悔

しくて唇をかみました。 ６．終わりに 

授業で眼にする生徒の私語・立ち歩き・居

眠り・内職・口答え・反抗的な態度･･･等。そ

ういう生徒の姿を授業で見るにつけ、ある合

唱指揮者の言葉を思い出していました。「悪い

歌い手はいない。そこにいるのは、悪い指揮

者だけだ」という言葉です。歌い手を生徒、

指揮者を教師におきかえては、いつも自分を

戒めていました。 

時には授業中の態度に関して生徒を激しく

叱責もしましたが、私にはどうしても生徒を

心底責める気が起こりませんでした。「心ゆく

まで授業研究がしたい」、「時間が欲しい」、「納

得の行くところまで授業を準備し深め、生徒

と向かい合いたい」そう思ってやみませんで

した。 

このような私が、自分の悩みを解決するた

めだけに編み出した工夫ですので、先生方の

参考になったのかどうか、正直にいうとよく

わかりません。ただ、最初にお願いしました

ように、全てを取り入れる必要は全くありま

せ ん 。「 あ 、 こ こ 使 え る か も 」、「 あ 、 こ の 道

具は便利だな」、「そうはいうけど、私はこう

思う」というように、他人の話は、あくまで

も自分が物事を考える際のたたき台だと、お

考え下さい。自分ならどうする、自分ならど

う使う、自分ならこう考える等。あくまでも、

自 分 の 活 動 に 照 ら し あ わ せ て 検 討 し て み て

下さい。私の工夫がほんの少しでも、先生方

が校務に当たる際のヒントになれば幸いです。 

先生方が、10 分でも長く、授業研究の時

間を日々確保できることを、願ってやみませ

ん。先生方の一層のご活躍をお祈りいたしま

す。長文におつきあいいただきまして、あり

がとうございました。 

２００９年７月  齊尾恭子 



Memo 
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